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 人口、産業に引き続き福祉の予算である民生費

(306.8億円 22年度)についてまとめます。 

■民生費の推移（図１） 

 民生費は現在、社会福祉費、児童福祉費、生活保

護費、国民健康保険費、介護保険費、後期高齢者医

療の費目があります。少子高齢化や団塊の世代の高

齢化により２０００年に介護保険制度がはじまり、社会

福祉費に含まれていた高齢者福祉の介護分が介護保

険特別会計に振り分けられました。一般会計からは

介護保険費として特別会計の繰出分が計上されてい

ます。その特別会計は、172.8億円(当初予算)の規

模となっています。 

 また、２００８年に後期高齢者医療制度がはじまり、

それまで老人保健医療費だったものが振り分けら

れ、一般会計からは後期高齢者医療費として特別会

計の繰出分が計上されています。その特別会計は、

49.6億円(当初予算)の規模となっています。 

 児童福祉費は、２０１０年の子ども手当創設により、

大幅増となりましたが、2012年に児童手当に戻さ

２０６,５７８円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)              ７６,８６３円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代 )     ２０,２２２円 

通信費(折込、携帯電話代 )       １０９,４９３円   

支出計 22/12/5～23/1/31            ２０６,５７８円 

 

 

１２～１月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

れました。また、２０１９年１０月より幼児教育無償化

(３～５歳児) が始まると、公立幼稚園の多くが定員

割れとなり、再編や認定こども園への移行など地域

に思わぬ影響が波及しています。 

 生活保護費は、コロナ禍もあり、2021年に60億

円を超えました。詳細は裏面に示します。 

 国民健康保険費は、国民健康保険事業特別会計へ

の繰出し分が計上されています。対象者が、75歳

より後期高齢者医療へ移行するため、最近は横ばい

となっています。国民健康保険事業特別会計は、

201.4億円(当初予算)の規模となっています。 
 

■民生費の内訳（２０２２年度当初予算） 

 図２に民生費内訳を示します。社会福祉費では障

害者福祉費*が54.1億円。児童福祉費では、民間等

保育所費*が51.8億円、児童手当が24.4億円。 
*障害者福祉費 

 障害福祉サービス等給付費、障がい児通所支援費他 

*民間等保育所費 

 子どものための教育･保育給付事業(幼児教育無償化)他 

社会福祉 

国民健康保険 

生活保護 

児童福祉 

老人保健医療 

介護保険 

後期高齢者医療 
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■お知らせ■ 
 

議会報告会は、当面の間、中止します。 

   HP         twitter    facebook               

                                                                                                   

▲北條五代祭りにて 

今年は議会の参加なし 

生活保護費の内訳 
 民生費のうち費目で最も多い生活保護費について

説明します。おもて面の図１の推移の通り、約30

年で３倍になっています。 
 

■生活保護費扶助別支出状況 

 生活保護費のうち、経費や人件費を除いた生活保

護費（95％）の主な扶助別支出状況を表１に示し

ます。 

表１ 主な扶助別支出状況（2021年決算額） 

医療扶助費：医療費は、その全額を医療扶助で負 

 担。原則として、現物給付。  

生活扶助費：食費・被服費・光熱水費等の日常生活 

 に必要な経費。  

住宅扶助費：家賃、間代、地代等や、補修費等住宅 

 維持費を給付（限度額あり）。  

介護扶助費：１号被保険者の自己負担分（介護費用 

 の1割）、２号被保険者（40歳以上65歳未満） 

 の介護サービス費用の全額。  

世帯年間扶助額：区分扶助費を利用世帯数で除した 

 金額。世帯数は、月平均利用世帯数ですが、除す 

 ることにより、利用世帯当たりの年間扶助額とし 

 ています。 
 

 世帯年間扶助額より、医療扶助費分が世帯当たり

年144.2万円と高額になっています。これより、病

気によって収入を絶たれた方や、就労が困難となっ

た方が利用されていることが分かります。 
 

 図３に扶助費別支出状況円グラフを示します。約

５割を医療扶助費、約３割を生活扶助費、約２割が

住宅扶助費となっています。 

 

■生活保護費財源内訳 

 図４に生活保護費財源内訳（2021年度決算額）

を示します。 

 国庫支出金が、70％。県支出金が、2％。小田原

市の一般財源から28％となっています。 

区分 
金額 

億円 

世帯数 

世帯/月 

人数 

人/月 

世帯年間

扶助額 

万円/年 

医療扶助費 28.16 1953 2197 144.2 

生活扶助費 17.56 2367 3014 74.2 

住宅扶助費 11.63 2493 3149 46.7 

介護扶助費 1.74 692 709 25.1 


